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Ⅰ．はじめに

都市空間には彫刻やモニュメントといったパブリック
アートが多数存在し、設置された空間に新たな三次元の空
間を発生させ各都市の特徴を作り上げている。街の通りに
存在する彫刻は行き交う人々に語り掛け、人々の心を和ま
せる存在、また、美術教育において重視される美術鑑賞教
育の教材となる可能性を秘めている。すなわち、環境に調
和する彫刻や造形作品を設置することは、都市に芸術的要
素のある美的空間を創造するとともに、人々に常に作品と
触れあい親しむ環境を整えることになる。そのような理想
の環境は人々の感性や表現を向上させる力となるであろ
う。

筆者は、「野外彫刻を対象とした表現における鑑賞につ
いて（１）―パブリックアートと空間の関わりから―」に
おいて、彫刻を取り入れた都市計画、いわゆる“彫刻のある
街づくり”について研究し、歴史的変遷や野外彫刻の設置
状況や課題、そして、彫刻が都市空間の構成要素や美術鑑
賞教育の教材となりうることについて述べた。しかし、彫

刻の設置環境に問題があることやそれが放置されたまま
である状況についても触れ、芸術性の高い環境、また、美
術鑑賞教育のよい教材となるには、街づくりや彫刻に関す
る優れた考察や環境改善が重要であることにも言及し、
「野外彫刻を対象とした表現における鑑賞について（２）
―広島市「嵐の中の母子像」の調査から―」、「野外彫刻
を対象とした表現における鑑賞について（３）広島市「鯤」
と「裸のリン」の調査から―」において、作品の設置状況
や作品の構築について調査し、美術鑑賞教育にふさわしい
野外彫刻について考察した。また、“作品の全体像を捉えや
すく、かつ楽に鑑賞できる”視線の角度について考察した。

本研究では、美術鑑賞教育にふさわしい野外彫刻をより
具体的に研究するために、生まれ故郷である広島市で調査
した彫刻125点の中から、広島市文化交流館に設置された
井上武吉作「my sky hole '85」と広島市内のA社ロビーに
設置されたエミリオ・グレコ作「水浴の女」を取り上げ、作
品に秘められた芸術的要素、作品と環境のかかわりについ
て考察し、美術鑑賞教育の教材となる彫刻のあり方を見出
すことを目的とする。
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作品鑑賞において、鑑賞者と作品が対等となり、「作品との対話」１）が生まれる、理想的な野外彫刻の設置
方法（以下、美術鑑賞教育にふさわしい野外彫刻）について具体的に考察するために、広島市文化交流館に設
置された井上武吉作「my sky hole '85」と広島市内A社のロビーに設置されたエミリオ・グレコ作「水浴の女」
の設置方法や作品の芸術的要素、作品と環境のかかわりについて調査した。

井上武吉作「my sky hole '85」は、設置空間を楽しく魅力あるものに変える力を秘めた作品であり、作品と
環境が適切なかかわりを持つ“環境芸術”としての存在価値を築いていた。作品の設置空間は、作品を展示する
ためだけに作られた環境であり、作品鑑賞時の理想的な凝視角度25度２）を充分に満たす理想的な空間であっ
た。

エミリオ・グレコ作「水浴の女」は、幾何形体による構築の傾向を強めた作品であり、デフォルメや簡素化
を巧みに駆使した構築がみられ広い空間を支配する構成力を創っていた。作品の設置区間は室内でありながら
非常に吟味された空間を確保していた。「点・線・円の鑑賞法」３）を実践可能な、彫刻を中心に据えた計画的
な空間づくりの例と考えられる。

彫刻を中心とした環境づくりにおいて、空間の広さや設置の高さ、向き等の吟味を重ね、「作品鑑賞に適し
た空間づくり」を心掛けたパブリックアートは、鑑賞者に大きな感動や心地よさを与える存在となり、美術鑑
賞教育に適した「作品との対話」を生む教材となる。
（キーワード）美術鑑賞教育、美術、表現、彫刻
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Ⅱ．井上武吉作「my sky hole '85」の概要

広島市中区河原町を太田川沿いに歩いていると、銀色の
建築物に囲まれた空間が開ける。この空間に足を運ぶと実
に数多くの立体作品が設置されていることに驚かされる。
その中心に設置されているのが、銀色に輝く巨大な球体
「my sky hole '85」である。作者の井上武吉は、金属や石
など様々な素材を用いた環境彫刻で知られる彫刻家であ
り、代表的なシリーズに1956年から連作された「my sky
hole シリーズ」がある。

また、広島市南区の広島市現代美術館には、石や木で構
成された階段に水が流れる「階段モニュメントシリーズ」
が設置されている。この作品を鑑賞してみると、流れ続け
常に姿が変化する水までも作品の構成要素であることが
分かる。井上武吉は作品の形状や構成などに吟味を重ね、
素材と環境が融和するのに適した素材選択を行っている
と考えられる。

「my sky hole '85」の作品構成に着目すると、鑑賞者に
何かを忘れさせない記念碑として設置されたものでなく、
環境との関わりによって、設置空間を楽しく魅力あるもの
に変える力を秘めた作品と考えられる。ステンレスを素材
とした巨大な球体の表面は「鏡面仕上げ」で処理され、鏡
の要素を備えている。球体は周囲の環境を作品自体に映し
込み、球体表面に“新たな空間”を創り出す。作品中央には球
体を貫通するパイプ穴が開けられており、パイプ内面にも
別の空間が閉じ込められる。

作品表面には建築物、樹木、地面、広く拡がる空やそこ
に浮かぶ雲などが湾曲して映し出される。鑑賞者の視点や
立ち位置によっては凸状にも凹状にも見え、“新たな空間”
が変化していくのも楽しい。「点・線・円の鑑賞法」で作
品を観賞するうちに、鑑賞者は作品を取り囲んで遊ぶ、と
いった感覚を味わうことも可能と考えられる。

“新たな空間”には四季や天候が映し出されるため、かた
ちや色彩も移り変わる。すなわち、作品の与える印象だけ
でなく、作品自体が環境の変化に伴い変化を繰り返し、同
じ形態で存在しながら同じ作品でない、という空間を生み
出すのである。作品と環境が相互にかかわることを考慮し
て制作されたものを“環境芸術”と呼ぶが、この作品はそれ
にあたる。

作品の動勢は構成や形状によって生まれるのでなく、作
品に映り込む環境によって創造されている。雲の流れが作
品内部の流れになる場合や風で揺れる樹木、路上を走る
車、さらには鑑賞者が動き回る行為そのものが作品の持つ
動勢やリズムにつながる。

作品に生じた動勢やリズムは、環境の動く速度の差によ
って勢いよく流れる、滑らかになるなど、表現の幅を拡げ
る。また、作品中央の穴に入り込む音が反響して生じる大

小の音やその変化も、作品のリズムを創造しているといえ
る。

要するに、この作品の真の価値は鑑賞者の鑑賞時間や方
法、感じ方などによって決まるのであり、鑑賞者自身、ま
た、環境が作品を創造しているといってもよい。「my sky
hole‘85」が設置された空間は、真の芸術空間を創造したパ
ブリックアートの例と考えられる。

Ⅲ．my sky hole '85の設置状況に関する考察

それでは、作品の設置状況について考えてみたい。「my
sky hole '85」が設置された環境を散策すると、作品と周囲
の環境とが調和する、心地よい空間であることが分かる。
川の対岸からも望むことができる空間は、広島市文化交流
館の周囲に開かれた公園であり、人々が自由に行き交うこ
とが可能な憩いの場となっている。

作品は直径273cmの球体であり、地面に直に置かれてい
る。設置されているというよりは、ここに存在していると
いった表現が適している。

作品の置かれた地面には、一辺10cm四方の白色タイル
が敷き詰められており、タイルの並びによって作られる碁
盤の目状の直線的な空間に球状の作品が組み合わされて
い る 。白 色 タ イ ル で 敷 き 詰 め ら れ た 空 間 は 、13.65
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図１． my sky hole '85の設置空間（広島市文化会館）

図２． my sky hole '85（広島市文化会館）



野外彫刻を対象とした表現における鑑賞について（４）

ｍ×14.39cmの広さである。作品空間の外側には、煉瓦色の
タイルが敷き詰められ樹木が植えられた公園であり、作品
の設置空間とは異なる空間を演出している。

この点から、白色タイルの空間が「my sky hole '85」の
展示スペースとして用意されたことが分かる。白色の空間
には「my sky hole '85」のみ存在し、彫刻に最も近い樹木
の位置は、作品の中心から10.7mの距離である（図3）。こ
の点から、作品を中心とする半径10.7mの空間が作品の支
配下にある。

また、「野外彫刻を対象とした表現における鑑賞につい
て（３）―広島市「鯤」と「裸のリン」の調査から―」で
明らかにした“作品の全体像を捉えやすく、かつ楽に鑑賞
できる”視線の角度である、凝視角度25度の条件を充分に
満たす広さを持つ空間である。作品の東側には広島市文化
交流館の建物が建ち、西側には芝生の緑と太田川が存在す
る。この環境は、人工的な構成と自然的な構成の両者を併
せ持つ理想的な空間であると考えられる。

次に、作品の正面について考える。作品の足元にはキャ
プションが張り付けられているため、その位置や向きか
ら、作品の正面が分かる（図4）。作品に開けられた穴が、

球体の上下左右均等な中心箇所となる向きを正面ととら
えて設置されたことが分かるが、作品の特性や、環境との
関わりを考えると、正面は複数存在すると考えられる。

作品は、前述したように、鏡面の作品全体に周囲の環境
構成物を取り込み、取り込まれた映像は作品の構成要素と
なる。構成要素は時間経過とともに絶えず動いているた
め、作品観賞時の作品の正面は、鑑賞者の視線が作品に向
かう位置や時刻などで変化するといってよい。鑑賞者の目
線の視点や角度、そして鑑賞者が作品から感じ取る印象な
どによって、鑑賞者自身で決定することが望ましいと考え
る。要するに、鑑賞者自身が作品に映り込む部分こそが、作
品の正面なのである。

この彫刻空間のように、空間が設置される作品のために
準備され、作品と環境との密接なかかわりによって完成に
到達する環境は、人々にとって、違和感なく自然と作品に
入り込める状況を生み出すと考えられる。作品が環境と深
いつながりを持ち、違和感なく調和して納まる環境は、
人々に彫刻空間への興味や認識を深めさせる存在となり、
理想的な美術鑑賞教育の教材と成り得るであろう。

Ⅳ．エミリオ・グレコ作「水浴の女」の概要

広島市内に設置されたパブリックアートは、野外ばかり
に存在しているのではない。「水浴の女」が設置されてい
るのは、広島市内のA社の1階ロビーである（図5、図6）。
作者のエミリオ・グレコは、20世紀を代表するイタリアの
彫刻家であり、作品の特徴としては、端正で洗練された上
品さや様式的純粋さ、甘美な官能性、厳しく簡略化された
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図３． my sky hole '85の設置空間平面図（単位はcm）

※ 筆者が測定したものである

図４． my sky hole '85（正面） 図５．水浴の女の設置空間（A社）



フォルム、繊細な線刻のアクセントなどを持つことが挙げ
られる。人体各部の構築は非常に力強く、個性豊かなもの
である。

「水浴の女」は、右脚を軸足にし、前方に投げ出された
左脚から胴体、天にあげた腕までを一直線上に配置し、身
体を捻る構築によって、螺旋構造に「上昇性」表現した女
性像である。真直ぐに伸びた細く長めの脚や腕と、丸い塊
に見える胴部など、身体の各部は、人体の形態でありなが
ら幾何形体の単純な構成を併せ持っている。人体の起伏を
極力抑え、幾何形体による構築の傾向が極めて強い。さら
に、脚や腕に見られる円柱と胴部の球体のコントラスト
が、作品の量感や動勢を巧みに創り出している。　　　

グレコ作品に共通するこの傾向は、作品のコントラスト
を浮き立たせる効果を持つが、「水浴の女」にもデフォル
メや簡素化を巧みに駆使した立体の構築がみられる。作品
の各部の長さを計測すると、頭の長さが26.7cm、頸が
8.3cm、鎖骨から恥骨までが60cm、腰から膝までと膝から
踵までが各55cm、足が25cm、腕が80cm、そして手が16.7cm
であった。

この結果から考えると、足の長さが人体比例（カノン）で
算出される長さより長く、足は小さく作られていることが
分かる。足が小さく、踵から膝までの長さが長いというこ
とは、視覚的に実際の長さよりも長く見える効果が生まれ
ることになる。脚が長く見えることによって量感のある塊
状の胴部が押し上げられ、コントラストがより強くなる。
コントラストの強弱は作品にリズムを与え、作品全体にボ
リュームのある力強さや存在観を与える。このボリューム
が、広い空間を構成する力に繋がるといえる。

また、脚の長さは足先からの流れに速度を加え、胴部に
一気に流れる動勢を生んでいる。この動勢は、彫刻のフォ
ルムに従って胴部から腕を伝わり手に及ぶ。この作品を右
側面から眺めると、足から手の指先までが直線上に位置し
ているが、この各部の堅実な構築とデフォルメの融合が非
常に強い流れを形成している。

左足から上昇する流れは、筋肉のフォルムに従い、螺旋
状に踵から手まで昇っていく。支脚である右足は、鎖骨と
恥骨と踵を頂点とした二等辺三角形を構成し、上半身の重
心が垂直に落ちるように、バランスよく配置されている。
この右足は、後方75度に傾斜する全身を、確実に「立たせ
る」役目も担っている。

力強く踏ん張る右足からの流れは回転しながら昇り、胴
部でもう一方の流れと合流する。合流した流れは、上半身
を左側面にひねる形態にさらに強い動勢を与え、肩で二分
される。二分された流れは、各々の腕を伝わり、左肘で再
び融合され、一直線に伸びた左腕によって一気に天に向か
う。「水浴の女」の動勢は、デフォルメの技法によって合
流と分散を繰り返す流れと、広い空間を支配する構成力を
創っているのである。

Ⅴ．水浴の女の設置状況に関する考察

彫刻は、美術館、役所や病院、各企業のロビーなど、室
内にも作品が設置されている。室内という壁面や天井に囲
まれた条件においては、彫刻の設置にも非常に細かい配慮
が必要となる。それは、設置場所の広さを確保することが
野外よりも困難であること、天井までの距離や壁と壁の距
離などによって空間が固定されること、設置された彫刻が
広大な空間支配力を持っていたとしても室内空間以上の
広さを支配できないこと、陽光が入りにくいために光が弱
く暗い空間となりやすいことなど、多数の制約が生じるか
らである。

これらの不利な制約によって、彫刻は室内の壁際に寄り
添うように設置される、天井までの距離が確保できず圧迫
感を感じるスペースに押し込まれる、スポットライトなど
の人工的な光に頼らざるを得ないために光量不足の状態
で設置されるなど、望ましくない空間に置かれる傾向が強
い。

「水浴の女」が設置されている空間は、室内でありなが
ら非常に吟味された空間を確保している。正面玄関を入る
と、12.65m×6.9mの広さを持つロビーが広がるが、その中
心に作品が据えられており、その他の空間構成要素は、二
鉢の観葉植物だけである（図7）。この点から、このロビー
は彫刻を設置するためにデザインされた空間と考えられ、
「水浴の女」は環境構成の核として、新たな空間を再構成
する存在となる。

作品は空間の隅に追いやられることなく、中央に設置さ

― 100 ―

岡本　直行

図６．水浴の女（A社）
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れている。360度どの位置からも鑑賞可能な空間が確保さ
れ、鑑賞者は「点・線・円の鑑賞法」によって、作品鑑賞
を充分に楽しむことができるだろう。この環境は、彫刻を
中心に据えた計画的な空間づくりが実践された例と考え
られる。

また、このロビーは二階まで吹き抜けであり、作品の空
間構成力を最大限に発揮できる環境でもある。作品の天に
手を伸ばす形態や内面に込められた「上昇性」にとって、天
井の空間が広く高いことは理想的な環境であり、足からの
流れが指先で止まることなく空間に抜けていき、悪影響を
受けることがない。天井の高さは6mを超えるものと推測
される。空間の広さや高さの点において、この様に考慮さ
れた環境を創り出せるのは、建築物の設計時に、空間に彫
刻を設置する計画があったからに他ならない。

彫刻を設置する計画が実行された環境と作品の構成要
素の理想的な融合によって、「水浴の女」が設置された空
間は適度な緊張感を持ち、訪れる人々の視線を集中させて
いる。作品が置かれた台座の高さは55cmであり、鑑賞の際
の鑑賞者の水平視線は、作品の腰部の辺りに位置する。半
径45cmの円形の台座に近づくと視線の角度は大きくなる
が、後方に引いて鑑賞する際の作品の凝視角度、25度は確
保できる環境である。これらの点から、作品は適度な高さ
に設置されているといえる。

問題は作品展示時の正面のとらえ方である。この作品
は、胴部の正面が正面玄関に対面する方向で設置されてい
る（図8）。キャプションの向きからも、胴部を正面として
設置されたことは間違いない。しかし、この向きを正面と
して作品を観賞すると、作品の両脚が重なり合ってしま
い、作品の構成する空間バランスが崩れてしまう。さらに、
上体のひねりによる作品の力強さや足から手に向かう直
線的な構築、上昇性が見え難いため、作品の動勢が弱くな
る。

最も懸念されるのは、作品の顔が後方を向いてしまうこ

とである。作品の正面を現状に決定した理由をA社の総務
部に尋ねたところ、「玄関に向けて作品の正面を持ってく
るように設置した」との回答を得た。この点からも、作品
の正面を胴部と考えたこと、作品の正面を来場者の目につ
きやすい位置に向けたことなどが分かる。

作品の内に秘められた彫刻の要素や面白さなどを考え
ると、作品展示時の正面を彫刻の胴部側面ととらえるのが
理想と考える（図9）。そのように設置したと仮定すると、
鑑賞者には、「水浴の女」のフォルムや人体各部の構成に
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図７． 水浴の女の設置の設置空間の平面図（単位はcm）

※ 筆者が測定したものである

図８．A社設置の水浴の女の正面

図９．理想と考えられる水浴の女の正面



よるかたち、デフォルメの面白さ、作品の力強さなどが伝
わりやすいと考えられる。

「水浴の女」は日本各地に設置されており、設置の向き
も大別して二通り存在する。本稿で取り上げたA社の設置
の向きは、ふくやま美術館などでも見ることができる。一
方、筆者が提案する設置の向きは作品のよさや全体像を鑑
賞者が捉えやすいという利点があり、人々の目に触れる機
会の増加にもつながると考えられる。この向きで設置され
ている例としては、横浜駅西口の横浜ベイシェラトン＆タ
ワー前や、兵庫県立美術館「原田の森ギャラリー」、埼玉
県立美術館などが挙げられる。

美術鑑賞教育においては、美術に対するリテラシー（美
術作品を鑑賞する）とアクセシビリティー（美術作品を鑑
賞する機会が容易に得られる）が保証されると、作品の芸
術的価値をこれまで以上に人々が受容できるようになる、
といわれる。その点を考慮した作品の設置空間は、人々が
美術作品への理解や共感を持つ機会を増加させ、鑑賞の際
の「作品との対話」を保障することになるのである。

一般的に、室内に彫刻を設置することが難しいことを考
えると、A社の彫刻空間は優れた空間を生み出していると
いえるが、作品の設置方向には課題がある。さらに、芸術
的な空間や憩いの場を目指した彫刻の設置方法を検討し
てもよいと考えられる。そして、室内においても、このよ
うな目的を持った環境が増加することが期待される。　

Ⅵ．まとめ

理想的な野外彫刻の設置方法について考察するために、
広島市文化交流館に設置された井上武吉作「my sky hole
'85」と広島市内のA社ロビーに設置されたエミリオ・グレ
コ作「水浴の女」を取り上げ、その設置状況を調査した。

井上武吉作「my sky hole '85」は、設置空間を楽しく、魅
力あるものに変える力を秘めた作品であり、作品と環境が
適切なかかわりを持つ空間を創り上げていた。作品の特徴
は、ステンレスを素材とした鏡面仕上げの表面を持つ巨大
な球体であり、作品自体に周囲の環境を取り込み、“新たな
空間”を創り出す作品であった。

作品は、鑑賞者の立ち位置や視線の動きに伴って新たな
変化を生み出す可能性が高く、“新たな空間”には、環境の変
化に伴う時間や天候なども映し出される。周囲の動きや
色、かたちの変化とともに、常に変化を繰り返しながら環
境とともにある“環境芸術”としての存在価値を築いてい
た。作品の動勢は、作品に映り込む環境や鑑賞者の動きな
どによって生み出されると考えられる。動勢やリズムは環
境や鑑賞者とともにあり、その融合によって作品を創造
し、完成させているともいえる。

作品の設置空間は、周囲の公園とは異なる色のタイルが
貼られた空間であり、充分な広さを持っていた。作品を展

示するためだけに作られた環境と考えられる。「表現の鑑
賞における立体作品のあり方（３）広島市「鯤」と「裸の
リン」の調査から―」において明らかにした、作品の全体
像を捉えやすく、かつ楽に鑑賞できる、凝視角度25度の条
件を充分に満たす広さを持つ空間であり、理想的な空間で
あった。

作品の正面についてみると、キャプションの位置や向き
から、作品に開けられた穴が、球体の上下左右均等な中心
箇所となる向きと考えられたが、作品の特性を考えると、
正面が複数存在し、鑑賞者自身が作品に映り込む部分こそ
が、作品の正面といえる。

このように、作品が環境と深いつながりを持ち、違和感
なく調和して納まる空間は、人々に彫刻空間への興味や認
識を深めさせる存在となり、鑑賞者が作品と対等なコミュ
ニケーション力を持つことに繋がる。この様に、作品の芸
術性と設置方法を考慮した彫刻空間は、理想的な作品鑑賞
とされる「作品との対話」を重視した美術鑑賞教育を生み
出し、理想的な美術鑑賞教育の教材と成り得ると考えられ
る。

エミリオ・グレコ作「水浴の女」は、人体の起伏を抑え、
幾何形体による構築の傾向を強めた作品であり、脚などに
見られる円柱と胴部の球体のコントラストによって、作品
の量感や動勢を創り出した作品であった。作品には、デフ
ォルメや簡素化を巧みに駆使した構築がみられ、視覚的な
錯覚効果による量感やコントラスト、リズムが生まれ、広
い空間を構成する力に繋がっていた。また、作品の動勢は、
デフォルメの技法によって合流と分散を繰り返す流れを
生み、広い空間を支配する構成力を創っていた。

作品が設置された空間は室内でありながら非常に吟味
された空間を確保していた。ロビーの中心に作品が設置さ
れた空間は、彫刻を設置するためにデザインされ、作品が
新たな空間を構成する存在となっていた。また、作品は空
間の隅に追いやられることなく、360度どの位置からも鑑
賞可能であり、「点・線・円の鑑賞法」を実践可能な、彫
刻を中心に据えた計画的な空間づくりの例と考えられる。

また、二階まで吹き抜けであることから、作品の空間構
成力を最大限に発揮できる環境である。天に手を伸ばす像
の流れが指先で止まることなく空間の広がりを抑制する
ことがない。彫刻を設置計画に基づく環境づくりと作品の
構成要素の理想的な融合によって生まれた空間は、鑑賞す
る際の作品の凝視角度、25度を確保していた。

しかし、水浴の女は胴部を正面として設置されているた
め、この向きでは両脚が重なり合い、作品が構成する空間
バランスが崩れる、上体のひねりが生む力強さや作品全体
の直線的な構築が見え難くなるなど、欠点が見られた。

彫刻の要素や面白さなどを考えると、彫刻の胴部側面と
とらえて設置するのが理想と考えられる。しかし、室内に
彫刻を設置する条件に制約がある傾向が強いことを考え
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ると、優れた環境といえる。室内においても、このような
目的を持った環境が増加することが期待される。

本研究で調査した2点の彫刻空間は、作品を設置するた
めに計画された彫刻による街づくりの例であり、作品の題
材や構成、心象等のよさや面白さが、環境と調和した空間
を創造していると考える。彫刻を中心とした環境づくりに
おいて、その持ち味を充分に考慮しながら、空間の広さや
設置の高さ、向き、維持管理状況等の吟味を重ね、末永く
人々を楽しませる「作品鑑賞に適した空間づくり」を心掛
ける必要があるだろう。そのようにして、作り上げられた
パブリックアートは、鑑賞者に大きな感動や心地よさを与
える存在となり、美術鑑賞教育の際に「作品との対話」を
生む教材となると考える。
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